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	指　　導　　（　　指　　示　　）　　書

	　

	　
	
	
	
	
	
	
	　第　　　　号

	　
	
	
	
	
	
	
	年　　　　月　　　日
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	沖縄市福祉事務所
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	所　　長
	
	　

	　
	　貴世帯に対してはかねてから下記の指示事項について、再三、指導・指示してきましたが、いっこうに

	　
	改善（努力）のあとが認められません。
	
	
	

	　
	　このような状態では、これまでのように生活保護法の適用を続けることはできなくなりますので、つきまし

	　
	は、同法第２７条第１項の規定によりあらためて下記のとおり指示しますので、早急に改善（努力）し、そ

	　
	の結果を報告して下さい。
	
	
	
	
	
	　

	　
	　なお、正当な理由なくこれに従わないときは、同法第６２条第３項の規定により保護の変更、停止又は

	　
	廃止をすることがあります。
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	（備　考）
	
	
	
	
	
	
	
	
	　
	

	　
	生活保護法（抜粋）
	
	
	
	
	
	
	　
	

	　
	第２７条　保護の実施機関は、被保護者に対して、生活の維持、向上その他保護の目的達成に必要な

	　
	　指導又は指示をすることができる。
	
	
	
	　

	　
	第６０条　被保護者は、常に、能力に応じて勤労に励み、支出の節約を図り、その他生活の維持、向上

	　
	　に努めなければならない。
	
	
	
	
	
	　

	　
	第６２条
	
	
	
	
	
	
	
	　

	　
	３　保護の実施機関は、被保護者が前２項の規定による義務に違反したときは、保護の変更、停止又は

	　
	　廃止をすることができる。
	
	
	
	
	
	　



